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「金魚と楽しく泳いでみたい！」

　平成31（令和元）年度の“みやかん”の表紙には、「2018仙台市下水道フェア児童・生
徒絵画コンクール入賞作品」の優秀作品を掲載しています。（学校及び学年は受賞時）
　仙台市下水道フェアは、展示、実演、発表、体験などを通して、楽しみながら下水道と
水環境について広く市民に知ってもらい、また考えてもらうイベントとして、仙台市下水
道フェア実行委員会主催のもとで、平成５年から開催されており、その中で、市内の小・
中学生を対象に「水」をテーマとした絵画コンクールが行われています。

表紙絵画・資料提供
仙台市建設局

今月の表紙

伊東　杜梛さん
（仙台市立北中山小学校４年生）

•••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••
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佐竹理事長

　令和元年度の地区連絡会ブロック会議が３回に分けて開催され、
団結と融和を図る意味においても非常に有意義な会議となった。
　この地区連絡会制度は、昭和51年に組合員からの要望によって発
足し、情報交換、話題の提供、組合や関係機関等に対する質問及び
要望事項等、日頃の諸課題について地区毎に少人数で組合執行部と
会員とが意見を交換し、相互の意志疎通を図る絶好の場として機能
している。
　各会議とも、佐竹理事長の挨拶に続き、組合から令和元年度上半
期共同事業の実績報告があり、下期も特段のご協力を賜りたい旨が
要望された。次に、仙台市水道修繕受付センター業務における休日

の現地調査協力組合員追加募集の説明、市民向けＰＲイベント「未来へつなぐ命の水」の実施報告、
みやぎ型コンセッション事業に関する情報提供が行われた。
　また、事前にブロック会員から提出された議題は、その一部を後日開催予定の４者間（水道局・建
設局・水道サービス公社・当組合）意見交換会の議題にする旨が説明されるとともに、その他の議題
については事務局から報告されたところ、ブロックによっては時間が不足するほど意見が出された。
　会議終了後には、それぞれのブロック主催による懇親会が開かれ、親睦を深めた。
　会議項目と各ブロックの会議開催状況は次のとおり。

【会議項目（共通）】
（１）組合からの報告・説明事項
　　①上半期共同事業実績報告
　　②仙台市水道修繕受付センター業務における休日の現地調査協力組合員の追加募集について
　　③市民向けＰＲイベント「未来へつなぐ命の水」実施報告
　　④みやぎ型コンセッション事業について

（２）会員からの提出議題
　　・上下水道に関する課題・要望等
　　　（詳細は後日の「ブロック会議総括表」を参照願います。）

組合員の皆様へは、「ブロック会議総括表」と「４者間意見交換会記録」
を年内に送付予定です。

令和元年度宮管地区連絡会ブロック会議を開催
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【各会議の開催状況】（敬称略）

■青葉ブロック　　　　　　　 　　　　　
　開催日　　　令和元年10月18日（金）
　場　所　　　ホテル白萩　
　出席者　　　会員等26名　　　　　 　　

　執行部　　　佐竹理事長以下三役、他
　代表幹事　　扇　　　功（藤倉設備工業㈱）
　副代表幹事　髙田　浩之（ウォーターワークス仙台㈱）
　担当理事　　小林　照和（㈱興盛工業所）

 ■宮城野・若林・太白ブロック合同　　 
　開催日　　　令和元年10月28日（月）　
　場　所　　　ホテルグランテラス仙台国分町
　出席者　　　会員等35名　　　　 

　執行部　　　佐竹理事長以下三役、他
［宮城野ブロック］
　代表幹事　　服部　達彦（服部産業㈱）
　副代表幹事　氏家　利明（ミノワ設備工業㈱）
　担当理事　　渡辺　毅浩（中央管工業㈱）

［若林ブロック］
　代表幹事　　渡邉　修一（㈲今野設備工業）
　副代表幹事　出野　正弘（㈲共立設備）
　担当理事　　松岡　清一（㈱松清産業）

［太白ブロック］
　代表幹事　　佐藤　三郎（㈱大盛設備工業）
　副代表幹事　鈴木　恵一（㈱多賀工業所）
　担当理事　　中鉢　　丹（㈱いづみ衛生施設工業）
　　　　　 

 ■泉ブロック　　　　　　　　　　 
　開催日　　　令和元年10月29日（火）
　場　所　　　力寿司　清柳館
　出席者　　　会員等23名

　執行部　　　佐竹理事長以下三役、他
　代表幹事　　鈴木　幸市（大東設備工業㈱）
　副代表幹事　菅井　孝司（東北大進設備㈱）
　担当理事　　郷古　孝雄（㈲藤英工業）

青葉ブロック

宮城野・若林・太白ブロック合同

泉ブロック
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板橋管理者に陳情書を手渡す佐竹理事長（右）

仙台市水道事業管理者へ陳情

　11月26日（火）、仙台市太白区の仙台市水道局大野田庁
舎４階の第一応接室において、当組合と仙台市配水管工
事業協会の両団体は、仙台市水道事業管理者に対して連
名で、来年度事業に向けた陳情を行った。
　今回は、配水管整備事業に対する積極的な予算化と安
定的な工事量の確保をはじめ３項目について要望し、当
局より理解あるご回答を頂いた。
　なお、仙台市水道局の出席者、両団体からの陳情者、
及び陳情項目は次のとおり。
−陳情会出席者−［順不同・敬称略］　　　 
　仙台市水道局　　
　　板橋水道事業管理者・吉野理事兼次長・髙橋次長・佐藤（敦）総務部長・佐藤（康）給水部長
　　宮野参事兼施設課長・阿部総務課長・吉田企画財務課長・渡部計画課長・千葉南配水課長
　　馬場給水装置課長・相澤南管路整備課長・佐藤（勝）北管路整備課長
　宮城県管工業協同組合
　　佐竹理事長・菅原副理事長・本山副理事長・吉田専務理事・藤井理事
　仙台市配水管工事業協会
　　渡辺（毅）会長・渡辺（好）副会長・大浦副会長
−陳情項目−
１．工事の積極的な予算化について
　　配水管整備事業への積極的な予算化と、引き続き地元専門工事業者への優先発注にご配慮をお願

い致します。
２．指定給水装置工事事業者の更新制度導入に伴う給水装置工事主任技術者研修会の開催について
　　改正水道法による指定給水装置工事事業者（以下、「指定店」という。）の更新制度については、令

和元年６月26日付の厚生労働省水道課長通知により、指定の更新申請時において、当該指定店が適正
に給水装置工事の事業を運営していることを水道事業者が確認する具体の４項目が示されております。

　　その内、給水装置工事主任技術者（以下、「主任技術者」という。）の研修会の受講状況確認につ
きましては、ご当局と公益財団法人仙台市水道サービス公社様が毎年共催で開催されている『仙台
市指定給水装置工事事業者研修会』の中に、主任技術者に必要な研修プログラムを追加していただ
く等して、効率よく研修できる機会のご検討をお願い致します。

３．働き方改革への対応について
　　工事のご発注に際しましては、政府策定の『建設工事における適正な工期設定等のためのガイド

ライン』に基づいた次の２事項に、引き続きご配慮をお願い致します。
（１）施工時期の平準化
　　債務負担行為や繰越制度等の活用により、年度をまたぎ年間を通じた施工時期の平準化と、継続

的且つ安定的な事業量の確保になおご配慮下さるようお願い致します。
（２）適切な工期設定と価格への反映
　　建設業における慢性的な長時間労働の是正を推進するために、より適切な工期の設定と、工期が

長くなることに伴って増加する労務費や共通仮設費等のコストを発注価格へ適正に反映していた
だけるようお願い致します。
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　11月３日（日・祝）、仙台市青葉区の仙台市役所前
で「仙台市下水道フェア2019」が開催された。この
フェアは、展示、実験、クイズなどを通じて、楽し
みながら下水道と水環境について広く市民に知って
もらい、また、その重要性について考えてもらうイ
ベントとして毎年実施されている。
　フェア当日は、爽やかな秋晴れの中、下水道フェ
ア実行委員会の小高睦会長（仙台市建設局長）の挨
拶の後、午前10時に開幕し、隣接する勾当台公園と
市民広場では「第31回青葉区民まつり」が、また県

子供たちに大人気だった当組合ブース

下水道フェア実行委員会　小高会長の挨拶

庁前駐車場では「みやぎ建設ふれあいまつり」が開催されていたこともあって、会場は多くの家族連

仙台市下水道フェア2019開催
～第31回青葉区民まつりと同時開催～

れで賑わった。
　当組合は、上下水道委員会の鈴木幸市委員（大東
設備工業㈱）と神田和隆委員（㈲明和設備工業）、
そして、日之出水道機器㈱と前澤化成工業㈱のメー
カー２社に協力を頂き、デザインマンホールを展示
するとともに、下水道のしくみのパンフレットを配
布した。また例年同様、日之出水道機器におもちゃ
の釣り竿を使って空き缶をつり上げる子供対象の
ゲームと景品を準備して頂いた。上手く空き缶をつ
り上げると、くじ引きで全国のデザインマンホール 大勢の人で賑わいました

組合の新キャラクターのマンホール
蓋も展示しました。

の図柄がついたコースターや携帯用ストラップ等がプレゼントされるとあって、たくさんの子供たち
から人気を集めていた。今年は、入口寄りにブースが設置されたこともあり、例年よりも訪れた人が
多い印象を受けた。
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第47回全管連東北ブロック支部長会議開催

　９月12日（木）、青森県弘前市のホテルニュー
キャッスルにおいて、第47回全国管工事業協同
組合連合会（以下、全管連）東北ブロック支部
長会議が開催され、全管連本部から藤川幸造会
長、岩野隆一理事・総務部長、粕谷明博専務理
事、渡辺皓相談役、上田忠幸事務局長、公益財
団法人給水工事技術振興財団から石飛博之専務
理事をお招きし、会員等47名が出席した。
　会議は、東北ブロック事務局を与

あずか

る当組合の
千葉総務課長が司会を務め、はじめに全管連の
東北ブロックを担当する北向幸吉副会長から挨
拶があり、続いて藤川会長から祝辞を頂いた後、
北向副会長が議長に就任し、各県から提出された以下の議題について協議された。

［議題及びその提案趣旨］

１．各県からの提出議題

①消防水利に係る屋外消火栓設置工事の発注方法について（秋田県支部）
　秋田県公共工事契約業務連絡協議会では、平成30年３月12日付事務連絡で、消防水利に係る消火栓
を設置する工事で、請負金額が500万円以上となる場合は、消防施設工事業の建設業許可業者に発注
することとして運用しており、県内５市町村ではそのように発注されております。
　その根拠は、建設業法規定の消防設備工事の例示に屋外消火栓設備が挙げられていることによると
しております。
　消防法に定める屋外消火栓工事は、消防法において防火対象物の主に初期消火の用に供するため設
置されるものであります。
　本件の屋外消火栓は、公共の消防水利に必要な施設として公道上に、主に水道配水管の付属設備と
して水道事業体が設置を義務付けられているものであり、水道施設工事業業者に発注されるべきもの
と考えます。
　各県におきまして、消防水利に係る屋外消火栓設置工事発注先の建設業許可業種についてご教示頂
きますようお願い致します。

②人材（労働力）確保の方策について（岩手県支部）
　昨今の我々業界を取り巻く環境は、景気が緩やかに回復していると報道されている中、工事発注が
あっても労働力不足のため入札参加を躊躇している業者が多く、また工事を受注しても労働者を確保
するのに苦労しているのが現状です。
　当連合会では過去に、水道業界に就業する目的で勉学している職業訓練校並びに工業高等学校の生
徒を対象として、１日という短時間ではありますが、業界の実情の説明や工事現場の見学等を行い、「ラ
イフラインの１つである水道、水の大切さ」について理解を深められるよう研修を実施したことがあ
ります。参加した生徒には、使命感を持って水道業界に入ってくることを期待しましたが、思ったほ

会議の様子
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どの効果は認められませんでした。
　各県連で労働力不足の解消（人材確保）にあたり、取り組んでいる方策がありましたらご教示願い
ます。

③官民連携の動向について（宮城県支部）
　今回の水道法の改正で、各水道事業体では経営基盤の強化を図るため、広域化と官民連携の促進を
図ろうとしているところです。
　宮城県内ではここ１年位の間に、地域に組合の無い水道事業体から地元管工事企業に、協同組合を
設立しないかという話があったということを２～３耳にしました。
　水道事業体では地元の協同組合に業務の一部を委託することで、職員不足に対応し、経営基盤の強
化を図ろうとしている現われではないかと考えています。
　そこで皆様にお伺いしたいのですが、各県内の組合の無い地域において、水道事業体から組合結成
についての要望などの話があるのでしょうか。その場合は、組合にどういった業務をさせたいと考え
ているのでしょうか。固まってもいない話の段階では中々業務の内容までは分からないかとも思いま
すが、各水道事業体の基盤強化に向けた方策は、我が業界にとっても今後の方向性に大きな影響があ
ることから、お聞きになっている範囲で状況をお教え頂きますようお願い致します。

２．全管連本部への質問・要望事項

①新たな在留資格「特定技能」による外国人材の受け入れ制度について（青森県支部）
　現在外国人を雇用する場合、技能実習生として３年就労することが可能であり、更に技能検定（３
級、２級）を就労中の３年以内に取得した場合は２年の延長が認められております。
　今年の４月から、新設された特定技能外国人（技能試験と日本語試験に合格）を雇用することが可
能になり、在留期間は通算５年となります（特定技能１号）。更に、在留期間中に技能検定１級を取
得した場合は、在留期間の更新期間なしとなり、本人が希望すれば家族帯同が可能となります（特定
技能２号）。
　この特定技能２号は、特定産業14分野の内、「建設」と「造船・船用工業」の２分野のみ可能であります。
　しかし、建設分野に認定されるには国に受入機関として、業界が登録する必要があります。管工事
業界の場合は全管連が受入機関として登録し、全管連の傘下組合員が特定技能１号を雇用したいと考
えた場合、全管連が指導することが義務付けられます。
　全管連が登録した場合、全管連の仕事量が増えると思われますが、将来を見据え早急に登録される
ことを希望致します。

※特定技能２号　建設分野で登録されている業種（11分野）　令和元年５月１日現在
　①型枠施工　②左官　③コンクリート圧送　④トンネル推進工　⑤建設機械施工　⑥土工
　⑦屋根ふき　⑧電気通信　⑨鉄筋施工　⑩鉄筋継手　⑪内装仕上げ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．全管連本部からの説明事項

①指定給水装置工事事業者制度への指定の更新制の導入におけるガイドライン（日水協）について
②全管連における外国人労働者受け入れの対応について
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４．給水工事技術振興財団からの説明事項

①給水装置工事主任技術者研修について
②給水装置工事配管技能検定会の検定コース及び業務委託料の見直しについて

５．その他の事項

①全管連東北ブロック平成30年度収支決算報告について
②第48回（次年度）全管連東北ブロック支部長会議の開催地について　　 
③第25回（次年度）全管連北海道・東北ブロック協議会の開催地について
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第57回技能五輪全国大会宮城県選手団結団式開催

　10月30日（水）、仙台市青葉区の宮城県庁１階ロビーにおいて、
宮城県、宮城県職業能力開発協会、宮城県技能士連合会の共催
により、第57回技能五輪全国大会及び第39回全国障害者技能競
技大会（アビリンピック）の宮城県選手団結団式が開催された。
技能五輪全国大会は、若者（23歳以下）の技能レベル日本一を
競う大会で、将来の日本を支える技能者を育てることや「もの
づくり」の大切さを知ってもらうことを目的としている。今年
は配管部門で当組合資材部管理課の加藤大氏が選抜され、激励
に当組合の佐竹理事長をはじめ、技能検定委員の藤岡正行社長

（㈱アトマックス）、相澤十四男会長（㈱相澤設備）、福田幸穂

宮城県職業能力開発協会の渡辺皓会長（当組合
常任相談役）を通して選手代表に県旗が授与さ
れた。
　続いて、宮城県議会の相沢光哉議長と独立行
政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構の井上
和久宮城支部長より激励のことばが述べられ
た。
　その後、技能五輪選手とアビリンピック選手
の代表がそれぞれ決意のことばを述べ、閉式と
なった。
　技能五輪全国大会は、11月15日（金）～ 18日

（月）に愛知県において開催される。

宮城県　遠藤副知事

結団式の様子 左から佐竹理事長、加藤職員、渡辺会長

渡辺会長から選手代表に県旗の授与

社長（㈱加納工業所）らが出席した。
　結団式は、はじめに宮城県の遠藤信哉副知事の挨拶があった後、遠藤副知事から選手団団長である
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給工財団　一戸課長

監督員による分岐穿孔の説明

令和元年度給水装置工事配管技能検定会開催

　９月26日（木）と27日（金）の２日間にわたり、当組合構内において、
公益財団法人給水工事技術振興財団（以下、給工財団）主催、公益
社団法人日本水道協会と全国管工事業協同組合連合会（以下、全管
連）の後援、全管連宮城県支部［宮城県管工事業協同組合連合会（以
下、宮管連）］の運営により、令和元年度給水装置工事配管技能検
定会が開催された。
　水道法施行規則第36条第２号に、配水管から水道メーターまでの
給水装置工事については、適切な技能を有する者に施工させる旨が
規定されている。給工財団では、適切な技能を有する者を養成する
ため平成11年度から「給水装置工事配管技能者講習会」を開始して

きたが、水道事業発展への更なる貢献と技能を有する者の養成促進という観点から、平成22年に講習
内容の検討を行った。その結果、平成24年度より実技課程における判定の厳格化や、学科課程に習熟
度考査を導入する等の見直しを行い、名称も「給水装置工事配管技能検定会」に変更されている。
　この検定会は、２年以上の給水装置工事実務経験と配水管の分岐
穿孔及び給水管の接合等の技術に関する基本的な知識を既に有する
者、又は工業高等学校等の卒業者で配管実技を履修している者等を
対象としており、今回は49名（うち、宮管組合員企業から14名）が
受検した。
　当日は、事務局を与

あずか

る当組合の千葉総務課長が司会を務め、はじ
めに給工財団の一戸勝広教務課長と宮管連の藤井専務理事（当組合
理事）から挨拶があり、実技監督員の紹介の後、サドル付分水栓の
取付と銅コアの挿入に関する手順がプロジェクターを使った映像で
説明された。次に、監督員らによる分岐穿孔の模範実演が行われ、
受検者はそれらを参考にしながら課題に取り組んだ。午後からは学
科課程が行われ、最後に修了考査を実施した。
　なお、検定内容は次のとおり。

【実技課程（120分）】
　　 「配水管（ダクタイル鋳鉄管）へのサドル付　　　

分水栓の取付」
　　「手動式穿孔機による配水管の分岐穿孔」
　　 「給水管（ポリエチレン二層管、硬質ポリ塩

化ビニル管、硬質塩化ビニルライニング鋼管）
の切断・接合・組立」

【学科課程（90分）】
　　給水装置工事に関する基礎知識等

宮管連　藤井専務理事
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令和元年度給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会を開催

　10月11日（金）と12日（土）の２日間にわたり、当組合３階研修室に
おいて給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会を開催したとこ
ろ、大型台風が近づき風雨が激しくなる中、組合員の従業員等18名
が受講した。この講習会は10月27日の試験合格への一助として開催
しており、講師は当組合の小島資材部次長が務めた。
　開講にあたって井上環総務・厚生委員長から激励の挨拶があった
後、早速講習に入った。
　冒頭、講師の小島次長より、全ての科目で合格点を取る必要があ

ること等、試験の合格基準が説明され、その後、２日間にわたり、「給
水装置工事技術指針」と全国管工事業協同組合連合会発行の「これ
ならわかる問題と解説」から抜粋して作成した資料によって過去問
題を解きながら解説していく形で講習が行われた。出席者は、問題
一つひとつに集中して取り組んでいた。

【講習内容：試験範囲全般】
　公衆衛生概論、水道行政、給水装置工事法、給水装置の構造及び性能、給水装置計画論、
　給水装置工事事務論、給水装置の概要、給水装置施工管理法

井上委員長

小島次長
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令和元年度優秀施工者（建設マスター）として国土交通大臣顕彰を受ける
～㈱大盛設備工業　石澤正浩氏～

　10月11日（金）、東京都港区芝公園のメルパルクホールにおいて、優秀施工
者国土交通大臣顕彰式典が行われ、組合員㈱大盛設備工業の石澤正浩氏が優
秀施工者（建設マスター）として国土交通大臣顕彰を受賞した。
　この顕彰は、建設業の第一線で「ものづくり」に直接従事している建設技
能者の中から、特に優秀な技術・技能を持ち、後進の指導・育成等に多大な
貢献をしている方を国土交通大臣が顕彰することにより、技能者の誇りと意
欲を増進させるとともに、その社会的評価の向上を図ることを目的として、
平成４年度から実施されている名誉な賞である。
　誠におめでとうございます。

㈱大盛設備工業
石澤氏
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第47回仙台市技能功労者表彰を受賞
～渡辺建設工業㈱　中村　　稔　氏 ～
～㈱ヨネヤマ設備　大久保正樹　氏 ～

　11月11日（月）、仙台市宮城野区の仙台サンプラザにお
いて、仙台市主催による第47回仙台市技能功労者表彰式
が行われ、席上、当組合から推薦した組合員渡辺建設工
業㈱の中村稔氏と組合員㈱ヨネヤマ設備の大久保正樹氏
の両名が受賞した。
　表彰式は、はじめに郡和子仙台市長の式辞があり、続
いて、来賓を代表して仙台市議会鈴木勇治議長と仙台市
技能職団体連絡協議会齋藤悦郎会長から祝辞が述べられ
た後、24職種46名に対し、表彰状の授与が行われた。

　仙台市技能功労者は、仙台市内の事業所に勤務している技能者及び自営業者で、経験30年以上を有
し、他の技能者の模範と認められた方を対象に仙台市が毎年表彰している。
　誠におめでとうございます。

渡辺建設工業㈱
中村氏

㈱ヨネヤマ設備
大久保氏

式辞を述べる郡仙台市長
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お知らせ
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青年部コーナー

令和元年度親組合との意見交換会（事業報告会）及び懇談会
代表幹事　大友　進（東水工業㈱）

　９月24日（火）、ホテルグランテラス仙台国分町において令和元年度親
組合との意見交換会（事業報告会）及び懇談会を開催したところ、親組
合役員15名、青年部会員14名、事務局２名の総勢31名の参加を頂きまし
た。今回は前回と趣向を変えまして、意見交換会をメインとして行いま
した。
　事前に青年部からの質問、親組合からの質問を確認して会に臨みまし
た。まず、親組合からの質問に答える形で大泉会長と扇副会長が発表を
しました。
　次に、青年部からの質問９項目を佐竹理事長、吉田専務理事、藤井理

大泉会長

事、小川理事で各々答えて頂きました。事前にかなり準備して頂いたようで、数値やデータなどを含
んだ詳しい説明を裏話も交えつつ頂きました。また、いろいろな新しい取り組みについても説明があ
り、感心させられました。
　また、理事としての心得を菅原・本山両副理事長より青年部に対し少し厳しい言葉で訓示頂きまし
た。最後に昨年度の青年部事業について各担当幹事より報告しました。
　その後の懇談会は、菅原副理事長の乾杯で始まり、途中、私の準備不足で不手際がございましたが、
和やかな雰囲気の中、理事の方達からたくさんのお話を伺う事が出来て、充実した会となりました。
　全体として、社会問題となっている少子高齢化や担い手不足、会員の減少などの課題を、親組合・
青年部一丸となり取り組んでいかなければならないということを確認し合い、今後の事業活動のヒン
トになるような時間になったと思います。
　最後にご多忙の中、かなりの時間を使って事前の準備をしてご出席頂いた親組合役員の皆様、事務
局の皆様、そして青年部の会員の皆様に心より感謝申し上げます。
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「令和元年度親善ゴルフコンペ」を開催して
親善ゴルフコンペ実行委員長　万城目 兼司（熱研プラント工業㈱）

　10月５日（土）に富谷市の富谷カント
リークラブにて毎年恒例の青年部親善
ゴルフコンペを開催しました。
　今回はスタート時間が早いというこ
ともあり、開会式はせず、写真撮影だ
けを行いプレー開始となりました。
　当日の天候は曇り時々晴れで、気温
はベストな状態でしたが、朝は強い風
が吹き苦労されている方もいらっしゃ
いました。しかし、私は、風に強い
ボールを使用していたので影響はな
く、淡々とプレーさせていただきました。（笑）
　午後からは風も弱くなり、良い状態でプレーできましたが、後ろの組の「フォアー」の常連の方は
相変わらず厳しい状況が続いていたようです。優勝は、石巻広域管工事業協同組合青年部の渋谷 昭様。
ダントツで見事ベスグロ優勝でした！
　参加人数ですが、早朝からにも関わらず37名の多くの方に参加いただきました。（会員15名、ＯＢ
９名、石巻広域管工事業協同組合青年部３名、大崎市管工事業協同組合青年部５名、全環衛生事業協

順　位 氏　名 会社・団体名 OUT IN GROSS HDCP NET
優　勝 ※渋谷　　昭 石巻広域管工事業協同組合青年部 42 38 80 7.2 72.8
準優勝 　渡辺啓一郎 渡辺建設工業㈱ 52 51 103 28.8 74.2
第３位 　渡辺　　皓 中央管工業㈱ 47 52 99 24.0 75.0
第４位 　菅原　雅美 ㈱同和設備工業所 46 52 98 22.8 75.2
第５位 　髙田　浩之 ウォーターワークス仙台㈱ 53 57 110 34.8 75.2

同組合青年部４名、宮城県管工業協同組合１名）
　私自身は、昨年青年部に入会させていただき、今回
実行委員長を務めました。全く進め方がわからない状
況でしたが、親切でやさしい岩渕先輩より一から教え
ていただき無事トラブルもなく閉会することができま
した。時にはメールが連発して困った時もありました
が、大変感謝しております。（ハンデはあげません！
練習してください！）また、委員の皆様にも多大なる
ご協力をいただき感謝申し上げます。
　最後に、ご多忙の中参加いただきました皆様に御礼
申し上げます。

優勝した渋谷さん（左）へ大泉会長からカップ
が渡された

※ベストグロス
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「どんと祭」の語源については諸説ありますが、次の３つが有力と伝わっています。
　①火を燃やすとき「尊

とうと

や尊
とうと

」とはやし立てたのがなまった
4 4 4 4

という説
　②竹を燃やした時の「どんっ」という音から「どんと祭」となったという説
　③どんどん燃える様子からついたという説　　　　　　
　この「どんと祭」の名が使われ始めたのは、新聞記事等から明治40（1907）年頃とみ
られ、大正時代になって広く定着していったようです。　

　「どんと祭」とは、小正月の１月14日の夕方から神社の境内などで正月飾りなどを焚いて、その御
神火にあたり、一年間の無病息災を祈願するというもので、宮城県内各地で盛んに行われています。（同
じ県内ですが、石巻市では１月７日に行われています。）全国各地でも行われていますが、「どんと祭」
という呼び名ではありません。
　さて、県内最大規模の「どんと祭」といえば、仙台市青葉区の大崎八幡宮が挙げられます。300年
の歴史を持つと伝えられており、史料で確認できる初出は嘉永２（1849）年 の『仙台年中行事大意』
で、江戸時代末期には行われていたと考えられています。平成17（2005）年１月には仙台市の無形民
俗文化財に登録されました。
　ちなみに、仙台市内の「どんと祭」は、現在、神社等約160カ所で行われていますが、江戸時代以
来の継続性があるものは大崎八幡宮の他にはないそうです。このことからも、大崎八幡宮の「どんと
祭」は広く市民に親しまれているどんと祭の原型と考えられています。
　また、大崎八幡宮で行われる「どんと祭」では「裸参り」が有名で、白さらしと白鉢巻姿で、数千
人が参拝する光景は、杜の都仙台の冬の風物詩として全国に知られています。この「裸参り」は、嘉
永３（1850）年頃の発刊と思われる『仙台年中行事絵巻』に裸参りをしている杜

とう

氏
じ

の様子が描かれて
おり、すでにこの頃には行われていたようです。厳寒時に仕込みに入る杜氏が、醸造安全と吟醸祈願
のために参拝したのが始まりといわれています。なお、真冬の寒さの中での裸参りは健康を害する可
能性があるため、現在では事前に健康診断を行う参加団体もあります。また、女性は１枚羽織ること
が許されており、暖かい国出身の外国人留学生等も服装の規定は緩やかです。
　実は、大崎八幡宮の「どんと祭」は、正式には松

まつ

焚
たき

祭
まつり

というそうですが、一般には「どんと祭」が
浸透し、そう呼ばれています。

仙台と言えば…　大崎八幡宮の「どんと祭
さ い

」

　平安時代に、東夷征伐の際に坂上田村麻呂が、宇佐八幡宮を現在の岩手県水沢市に勧請、鎮守
府八幡宮を創祀しました。その後、室町時代に奥州管領大崎氏はこれを自領内の現遠田郡田尻町
に遷祀し守護神として篤く崇敬し、大崎八幡宮と呼ばれるようになりました。
　大崎氏の滅亡後は伊達政宗公が居城の玉造郡岩出山城に御神体を遷し、仙台開府後仙台城の北
西の方角にあたる現在の地に祀られました。
　社殿の造営は、当時豊臣家に仕えていた当代随一の工匠の手により、豪壮で華麗な桃山建築の
特色が遺憾なく発揮されています。明治以降は大崎八幡神社と称していましたが、御遷座四百年
を間近に控えその歴史的経緯を考慮し、平成９（1997）年６月、社名を大崎八幡宮としました。
なお、社殿は安土桃山時代の我が国唯一の遺構として昭和 27（1952）年に国宝建造物に指定さ
れました。

大崎八幡宮
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Ｐ
パ　ム

ＵＭくんの「これ知ってる？」

 「霜柱」
　季節も移り変わり、秋から冬になりました。気温は一段と低くなり、雪が降る、道路に氷が張る、
つららができるなど、冬ならではの景色が見られるようになります。また、踏むとザクザクと楽しい？
音がする霜柱は、冬の風物詩の一つです。

◇霜柱ができる過程
　気温の低下により、地表の水分を含んだ土が凍ります。そして、凍っていない地中の水分は毛細管
現象によって吸い上げられ、地表方向に移動し、冷たい空気に触れて凍結します。引き続き吸い上げ
られた水分も次々に凍り、地表の土の粒を押し上げて、柱状に凍結することで霜柱ができます。
　毛細管現象とは細い管（毛細管）の中の水が、管を上昇する現象です。乾いた筆にインクをつける
際、筆先にインクを触れさせた瞬間に筆の毛の中までインクが吸い上がるのも同じ現象です。

◇霜柱ができるための条件
　一つ目は気象条件です。水が凍るためには地表面の温度が０℃以下になる必要があり、晴れて冷え
込むような夜に霜柱はできやすいと言われています。
　二つ目は土壌条件です。地中から地表に水分を吸い上げる毛細管現象が起こるためには、土壌中に
細かい隙間があることが重要で、土がふわふわに耕された畑では霜柱が良く発生し、固まった地面で
は霜柱が発生しないのはこのためです。また、霜柱は氷なので、地中の水分量が30％以上必要と言わ
れています。

◇霜柱と霜
　霜柱の一文字目には「霜」という漢字が使われていますが、霜は氷点下に冷却した地面や地上の物
体に、空気中の水蒸気が昇華して凍ってできた氷の結晶なので、地中にある液体の水が凍ってできた
霜柱とは別の現象です。

　霜柱で被害を受けることもあります。農業では霜柱が発生して土が持ち上げられ、
農作物が根ごと浮き上がってしまうということがあります。この被害を防ぐために、
藁を畑に敷き詰め、地表の温度を下げない工夫がされている地域もあります。

◇そのほかの「霜柱」
　氷の霜柱ではなく、「シモバシラ」という名前の植物も存在します。シソ科の多年草で、９月～ 10
月に花が咲きます。冬には、枯れた茎の維管束が毛細管現象を引き起こすことで霜柱のような氷の結
晶（雪華）ができ、その姿が花のように美しいことが名前の由来と言われています。
　また、仙台に「霜ばしら」という銘菓があります。本物の霜柱のような綺麗な見た目をしており、
口に含むと舌の上でとけるという飴の和菓子です。こちらは仙台（冬期）限定で販売されており、人
気も高いため入手困難なお菓子と言われています。是非冬に食べたいお菓子ですね。
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外国人実習生
㈱松清産業　代表取締役
宮城県管工業協同組合
理事　松　岡　清　一

Note役員ノート

　最近、日本国内は外国人で溢れている。外食産業、製造業、サービス業、コンビニ店員と、ちょっ
と外に出れば見ない日はない。一昔前までは、東京、大阪、福岡など都会の出来事と思っていたが、
最近では、仙台でもよく見かける。
　ここ数年の間、組合員の方といくつかの国へ実習生の面接へ行き、日本で実習したいという意思を
強く感じている。何を隠そう当社にも、もうすぐ２年になる男性の外国人実習生がいる。
　彼が日本に来るまでの道のりは、このような流れである。現地で募集を見る。応募する。ペーパー
試験と運動能力試験（マラソン３km15分以内、腕立て35回以上など）を受ける。合格後面接対象者
になる。選ばれる。母国で特別訓練を受ける。日本で特別訓練を受ける。企業で実習を開始する。
　彼には、自国に奥さんと子供がいる。食文化も違うが、毎日自炊をし、弁当を作り食べている。出
稼ぎ実習である。非常にまじめである。
　はじめは、言葉は５割程度通じるレベルであった。冗談もなかなか通じなかったが、先輩の指示に
従い、黙々とやっていた。先輩は先輩で、相手に理解できるように考え、意思を伝えていた。もちろ
ん日本人への伝え方では伝わらない。先輩は買い物に連れて行ったり、釣りに連れて行ったり、よく
面倒をみていた。今では先輩の方がいじられている。
　１年に１回試験があり、先輩方が自ら試験対策を教えている。今では図面を見て、一人で配管もす
る。やる気で、時間の問題はかなり解決できた。
　彼は、「休みいらない。働きたい（実習）。」と言ってくるが、この国の法律により彼の願いは叶え
られない。彼は今まで隣国の３つの国へ実習に行った経験があり、日本以外の国は１日10時間～ 14
時間労働（残業ではない）。休みは月２回～４回だったそうだ。
　果たして何人の日本人が外国に行き、同じ境遇で働けるのかと疑問に思う。よく「グローバルな時
代、世界がライバル」という言葉を耳にするが、この国の法律で果たして世界のライバルになれるか
疑問である。
　今では、彼は大事な戦力である。何時かは母国に帰るだろう。日本で学んだ技術を生かす仕事につ
いてもらいたいが、難しいだろう。
　ならば、日本語とか、日本人の合理的な考え方とか、日本人気質とか、日本で感じた良いところを
母国に持ち帰り、生活の糧にして、楽しく過ごしてもらいたいと思う今日この頃である。
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組 合 の う ご き

９月１日（日）・市民向けＰＲイベント「未来へつなぐ命の水（２日目）」を開催、赤間広報委員長外
が対応

９月４日（水）・広報委員会開催
　　　　　　　①“みやかん”清秋号の発刊について
　　　　　　　②市民向けＰＲイベント「未来へつなぐ命の水」実施報告
９月５日（木）・令和元年度宮管親善ゴルフコンペを開催、組合員・メーカー等55名参加
　　　　　　・令和元年度後期技能検定試験実施計画説明会に白戸工事部次長出席
９月９日（月）・㈱宮城県管工事会館役員会に佐竹理事長外出席
９月10日（火）・９月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
　　　　　　　④令和元年度地区連絡会各ブロック代表者等による全体打合会報告
　　　　　　　⑤宮管親善ゴルフコンペ実施報告
　　　　　　　⑥水道フェア2019報告
　　　　　　　⑦市民向けＰＲイベント「未来へつなぐ命の水」実施報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①工具特価セールについて
　　　　　　・役員懇談会開催
９月12日（木）・第47回全管連東北ブロック支部長会議（青森県弘前市）に佐竹理事長、渡辺常任相談

役外出席
９月13日（金）・令和元年度随時実施技能検定（建築配管）実技試験が実施され、相澤十四男会長（㈱

相澤設備）が技能検定委員として運営にあたる
９月19日（木）・全管連交流会に渡辺常任相談役出席
９月20日（金）・令和元年度中間棚卸しを実施
９月24日（火）・宮管青年部連絡協議会令和元年度親組合との意見交換会（事業報告会）及び懇談会に

佐竹理事長外出席
９月25日（水）・令和元年度（一社）日本空調衛生工事業協会東北支部総会に佐竹理事長出席
９月26日（木）・令和元年度給水装置工事配管技能検定会開催、組合員等49名受検
　～27日（金）

10月３日（木）・秋田県管工事業協同組合連合会創立50周年記念式典・講演会並びに祝賀会に佐竹理事
長、渡辺常任相談役出席

10月４日（金）・第31回青葉区民まつり（仙台市下水道フェア2019）の出店者説明会に千葉総務課長出
席

10月５日（土）・宮管青年部連絡協議会令和元年度親善ゴルフコンペに佐竹理事長外参加
10月８日（火）・宮管連令和元年度事務局長会議に佐竹理事長、吉田専務理事外出席



− 20 −

10月10日（木）・10月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③令和元年度中間棚卸し結果報告
　　　　　　　④顧問弁護士の契約期間満了に伴う更新について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①仙台市水道局（水道事業管理者）への陳情について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①12月度理事会開催予定日の変更について
　　　　　　　②令和２年新年祝賀会の開催日程について
　　　　　　　③組合新キャラクター名の選定について
10月11日（金）・令和元年度優秀施工者国土交通大臣顕彰式典において石澤正浩氏（㈱大盛設備工業）

が同大臣顕彰（建設マスター）を受賞
10月11日（金）・令和元年度給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会を開催、組合員従業員18名受
　～12日（土）　講
10月17日（木）・全管連第340回理事会及び講演会に佐竹理事長出席
10月18日（金）・令和元年度宮管地区連絡会青葉ブロック会議を開催、会員等26名出席
10月20日（日）・（一社）宮城県建設専門工事業団体連合会第29回「Ｋ・ＤＡＹ」に佐竹理事長出席
10月23日（水）・（一社）日本空調衛生工事業協会第26回全国会議に佐竹理事長出席
10月28日（月）・令和元年度第２・四半期監査会開催
　　　　　　・令和元年度宮管地区連絡会宮城野・若林・太白ブロック合同会議を開催、会員等35名

出席
　　　　　　・第29回暴力団追放宮城県民大会に菅原・本山両副理事長外出席
　　　　　　・令和元年度後期技能検定実技試験実施に係る打合せ会に白戸工事部次長出席
10月29日（火）・令和元年度宮管地区連絡会泉ブロック会議を開催、会員等23名出席
10月30日（水）・第57回技能五輪全国大会宮城県選手団結団式に佐竹理事長、渡辺常任相談役外出席
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組合員のうごき
◯組合員代表者変更

　黒澤建設工業 株式会社 仙台支店 （№37） 【令和元年７月１日付】

　　　　　　　　　　　　新　　執行役員支店長　青　山　一　郎
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　前　　執行役員支店長　佐　藤　昭　夫

　
　中央ガス設備工業 株式会社  （№89） 【令和元年11月１日付】

　　　　　　　　　　　　新　　代表取締役　佐　藤　龍　一
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　前　　代表取締役　佐　藤　利　記
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理事（役員）会報告

－９月度定例理事会－　
１．日　　時　　令和元年９月10日（火）17：00～17：50
２．場　　所　　勝山館　２階　楓の間
３．出 席 者　　理　事　　佐竹理事長・菅原副理事長・本山副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　藤井理事・小林理事・井上理事・赤間理事・松岡理事
　　　　　　　　　　　　　小野理事・中鉢理事・小川理事・渡辺理事・郷古理事　　　　　計14名
　　　　　　　　事務局　　須藤総務部長・白戸工事部次長・小島資材部次長・千葉総務課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉総務課長より、組合の８月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川理事より資材と工事の各共同事業について、それぞれ８月度の実績と予算比、及び前年比等が
報告され、一同了承した。

③広報委員会報告
　赤間広報委員長より、機関誌「みやかん」清秋号の掲載予定記事の内容と、市民向けＰＲイベント
を開催した当日の様子等を報告し、募集中の新キャラクターの名前を次回理事会に諮って決定するこ
ととした旨が説明され、一同了承した。

④令和元年度地区連絡会各ブロック代表者等による全体打合会報告
　千葉総務課長より、８月22日に首題打合会を開催した結果、青葉ブロックは単独開催、宮城野・若
林・太白ブロックは合同開催、泉ブロックは単独開催の希望があり、日程調整の結果、次のとおり予
定されていることが報告され、一同了承した。

（開催日程順）
　青葉ブロック　　　　　　　　令和元年10月18日（金）16：00～　ホテル白萩
　宮城野・若林・太白ブロック　　〃　年10月28日（月）16：30～　ホテルグランテラス仙台国分町
　泉ブロック　　　　　　　　　　〃　年10月29日（火）17：00～　力寿司清柳館

⑤宮管親善ゴルフコンペ実施報告
　井上総務・厚生委員長より、去る９月５日に開催した首題コンペの参加者数、上位の成績、収支決
算等について報告され、一同了承した。

⑥水道フェア2019報告
　松岡上下水道委員長より、去る８月20日に開催した首題フェアについて、当組合の出展内容や当日
の様子等が報告され、一同了承した。
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⑦市民向けＰＲイベント「未来へつなぐ命の水」実施報告
　赤間広報委員長より、去る８月31日と９月１日の２日間開催した首題イベントの様子、配布物の状
況、メディアでの紹介等について報告され、費用については確定後に改めて報告することとし、一同
了承した。

※協議事項
①工具特価セールについて
　小島資材部次長より、首題の件について、来る９月18日と19日の２日間、当組合倉庫で工具類の特
価販売を行う旨が説明され、組合員へＦＡＸで再度周知することとし、一同了承した。

－10月度定例理事会－　
１．日　　時　　令和元年10月10日（木）15：00～16：00
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　佐竹理事長・菅原副理事長・本山副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　藤井理事・小林理事・井上理事・赤間理事・松岡理事
　　　　　　　　　　　　　小野理事・中鉢理事・小川理事・渡辺理事・郷古理事　　　　　計14名
　　　　　　　　事務局　　須藤総務部長・白戸工事部次長・小島資材部次長・千葉総務課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉総務課長より、組合の９月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川理事より資材と工事の各共同事業について、それぞれ９月度の実績と予算比、及び前年比等が
報告され、一同了承した。

③令和元年度中間棚卸し結果報告
　小川理事より、９月20日に実施した中間棚卸しの結果について、資材・工事の在庫状況が報告され、
一同了承した。

④顧問弁護士の契約期間満了に伴う更新について
　須藤総務部長より、当組合顧問齊藤弁護士との現委託契約期間が10月末日で満了することから、引
き続き向こう２年間、従来の顧問料で契約更新したい旨が説明され、一同了承した。

※協議事項
①仙台市水道局（水道事業管理者）への陳情について
　吉田専務理事より、毎年、仙台市水道局の予算編成時期に合わせて水工会と連名で行ってきている
首題の陳情について、水工会と内容を打合せし、当局と日程調整を図って進めたい旨が提案され、一
同了承した。
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※その他
①12月度理事会開催予定日の変更について
　千葉総務課長より、首題理事会の開催予定日を定例の第２木曜日（12日）から13日（金）に変更したい
旨が説明され、一同了承した。

②令和２年新年祝賀会の開催日程について
　千葉総務課長より、来年の当組合の新年祝賀会について、１月９日（木）17時30分から勝山館で行い
たい旨が提案され、一同了承した。

③組合新キャラクター名の選定について
　藤井理事より、予定していた組合新キャラクター名の選定を次回（11月度）役員会で行いたい旨が
説明され、一同了承した。

㍿ 髙橋セメント工業所
日本工業規格認証取得工場

下水道マンホール側塊・コンクリート排水枡・コンクリート製品一式
本社・工場　仙台市宮城野区高砂１丁目３１－７

URL http://www.takaceme.co.jp

☎仙台（022）258-6101㈹　FAX258-6219

主要品目  ・埋設標識シート ・水道用ゴム輪 ・フランジパッキン・ポリエチレンスリーブ ・ロケーティングワイヤー・その他 埋設用品

仙台営業所
〒983-0044　仙台市宮城野区宮千代 3 丁目 9−2

TEL 022（235）0288　FAX 022（235）0291
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 『中年になってからの趣味』

住設工業㈱　常務取締役
宮城県管工業協同組合
資材委員　岩　渕　裕　次 

　昨年、資材委員会でこの投稿のお話を頂きましてずっと何を書こうか悩んでいました。
　何回か青年部行事等の報告をさせて頂きましたが、主題が決まっているので、その出来事を記載す
ればよかったのですが、今回は…。元号も昭和、平成、新元号『令和』へと、私も50歳がもう目の前
に迫りつつありますが、日々何も変わらぬ人生を暮らしています。
　さて何を書こうか考えたところ、去年の“みやかん”で、努力が報われない某社長さんのゴルフに
関する寄稿があったのを思い出し、私も最近の出来事として今年で４年目に入ったゴルフに関するこ
とを…。
　これまでは成長期に椎間板ヘルニアを発症したため運動を避けており、酒と車にしか興味がなく
なって、特に車は現在11台目です。何台目のときだったかは忘れてしまいましたが、新しい車を契約
して帰宅したところ、禁煙したばかりの義理の母が、私のタバコを吸いながら呆れていた姿を思い出
します。ただ吸いたかっただけかもしれませんが…。それ以降は「車好き」ということで諦められて
います。（笑）
　ゴルフは20歳ごろに友達と練習場へ２～３回お遊びで行ったくらいと、この業界に入り１～２回親
父と練習場に行った程度でした。少し昔までは『絶対やらない』と頑なに拒否していましたが、いつ
の間にかとんとん拍子に進んで現在に至ります。
　始めてから半年くらいまでは、努力が報われない社長さんと同じ練習場に、毎日と言っていい程通っ
ていましたが、それ以降は徐々に練習に行く回数も減ってきて、今では月に１～２回程度、休日に女
房と一緒に行っています。
　ゴルフを始めてからというもの、諸先輩の皆様方や青年部会員の皆様方、仕事関係の皆様方等にお
誘いを頂きまして、色々な経験をさせてもらい徐々に上達してきているかと思います。誠に有難うご
ざいます。
　しかし、今年に入ってからは負の連鎖が続き100の壁を切ることが出来ず試行錯誤。新年度に入り
何とか100を切ることが出来るようになってきた次第です。恐らく私自身が欲の塊になってしまい、
負の連鎖に繋がったような気がします。これからは「欲」の意識を捨て「無」の精神でベストスコア
を更新出来ればと思っています。（笑）
　これからも宮管をはじめ色々なコンペに参加させて頂きますので、一緒にラウンドさせて頂く事も
あるかと思います。その時には、ご迷惑を掛けないように頑張りますので、どうか面倒を見てやって
下さい。宜しくお願い致します。
　人生もあと数年で半世紀となってしまいます。体力の衰えを感じてくる世代になりますが、健康の
為にも続けて、仕事も私生活も充実した生活を送っていければと贅沢な願望を思っている今日この頃
です。

投　稿
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国税だより
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発行／国税庁
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健康だより
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下水道編　２

南蒲生浄化センター（旧名：南蒲生下水処理場）：震災前
　戦後、市民の生活様式の変化や急速な市街化により、未処理の排水が流れ込んだ河川の汚濁が進み、
下水道未整備地区では排水不良から悪臭や環境衛生の悪化など、いずれも放置できない状況になりま
した。し尿も化学肥料の普及で、肥料としての再利用がなくなり、その処理が深刻な問題となりました。
　仙台市は、昭和32年、南蒲生浄化センター（当時の名称は、南蒲生下水処理場）に流集し処理する
第１次下水道計画の認可を受け、昭和39年から簡易処理による下水処理を開始しました。この後、仙
台市内では、水洗化が一気に進捗することになります。
　ここで、下水を処理する方法について、簡単にご説明します。

☞仙台上下水道施設「いろはにほへと」

　浄化センターに集められた下
水は、まず流路の断面積が広く
除塵機を備えた①沈砂池で流速
を落とし、砂や大きなごみを取
り除き、次に②最初沈殿池とい
う大きな池に入れゆっくりと滞
留させることでより細かな汚れ
を沈降させます。水に溶け込ん
だ細かい汚れだけが残った上澄
みを③曝

ばっ

気
き

槽
そう

という空気と反応
させる池に送り、そこに大量の

空気を吹き込みます。その空気の影響で、元々下水の中にいた微生物の活動が活発になり、汚れを食
べ、増殖し、互いにくっつきます。曝気槽の水を滞留時間の長い④最終沈殿池という大きな池へ送る
と、塊となった微生物はゆっくり時間をかけて沈みます。最終沈殿池を出る水は、放流基準を満たす
水質になっています。最終沈殿池からの水は、細菌を殺すため⑤消毒槽で塩素を使って消毒し、公共
水域（南蒲生浄化センターでは仙台湾・太平洋）へ放流します。
　昭和39年からの簡易処理というのは、①沈砂池、②最初沈殿池と⑤消毒槽の処理を行うものでした。
南蒲生浄化センターは、簡易処理の行程を、ポンプが不要な自然流下で行える構造になっていました。

このことが東日本大震災直後の応急処理
に大きな意味を持つことになります。
　昭和54年、最初沈殿池から出た下水を
少し高くまで押し上げるポンプを稼動さ
せ、③曝気槽と④最終沈殿池の運転も開
始、全体では２系列の計画ですが、その
うちの１系列を使っての、二次処理また
は高級処理といわれる運転が始まりまし
た。その後も、土木構造物をはじめとす
る施設の建設を続け、計画の全体が完成
したのは、平成６年でした。南蒲生浄化
センターでは、市内の下水の75％を処理
していました。南蒲生浄化センター　震災前全景（上：七北田川）
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　放流水については、毎日水質を測定し管理していますが、放流先が仙台湾（太平洋）なので、漁業
権を持ち海苔の養殖などを行っている旧仙台市漁協（2007年４月に31の漁協が合併し、現在は宮城県
漁協）との協力関係が必須です。毎年、漁協の協力で漁船を出してもらい、海底の泥を採取して、影
響について調査して来ましたが、震災後の現在も継続しています。
　浄化センターには、もう一つ大きな仕事があります。最初沈殿池と最終沈殿池で発生した大量の汚
泥を処理しなければなりません。　　　　　　　　　　　　　　　　 

　最初沈殿池と最終沈殿池から引き抜かれた汚泥
は、濃縮槽で含水率を少し下げ、体積を減らした
上で脱水します。含水率が99％の汚泥を96％ま
で濃縮するとその体積は、1/4になります。当初
は、発生汚泥量が少ないこともあり、ベルト式真
空脱水機と消化槽を使った処理を行っていました
が、二次処理を始める際に含水率を低く出来る加
圧ろ過脱水機を採用しました。これは、２枚のろ

4

布
4

（フィルター）の間に、石灰と塩化第２鉄を加
えた汚泥を圧入し、両側から油圧を使って押し付
け水分を搾り出すというものです。処理の終わっ
た汚泥は、含水率が60％程度と低くなり、２枚の
ろ布
4 4

の間で押し付けられ板状になっているので、
黒い濡れたダンボールのような形状になります。搬出まで場内仮置場に野積みしていましたが、臭気
はそれほどひどくはありませんでした。ただ、昭和53年に発生した宮城県沖地震の直後、試運転期間
だった汚泥圧入ポンプを点検のため起動したところ、逆止弁の破損で脱水前の汚泥が噴出し、頭から
被ったことがあります。直に事務所の場長に報告に行きましたが、「まず風呂に入れ。」と指示されま
した。生汚泥というのは、それなりに臭いものです。
　平成８年、他の浄化センターも含む仙台市の下水道施設から発生する汚泥を集約し効率的に処理す
ることを目的に、南蒲生スラッジセンターが稼動しました。現在はこの名称を使わず、南蒲生浄化セ
ンターの一部としていますが、この施設では、汚泥に高分子凝集剤を加え遠心力を利用する脱水機を
使うようになりました。遠心脱水機に入れる高分子凝集剤を入れた汚泥の臭気は大変なもので、建設
前視察に行った他都市の現場で、何気なく吸い込み鼻が曲がるかと思ったものでした。また、脱水し
た汚泥の減量化と再利用を図るため焼却することとし、専用の焼却炉（流動床炉）も建設しました。
１号炉には焼却熱を回収し有効活用を図るボイラを備えていましたが、逆にボイラ能力で焼却量が限

定され運転の難しい施設となりまし
た。発生した焼却灰は埋め立て処分
をしていますが、一部をセメント材
料として岩手県大船渡市のセメント
工場まで運び有効に利用していま
す。

　こうして50年にもわたり建設を続
けてきた南蒲生浄化センターです
が、平成23年３月11日、一瞬にして
壊滅的な被害を受け、機能を失いま
した。

（理事　藤井　秀男）

加圧ろ過脱水機

建設中の３号炉（完成時は建屋内）
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「水
み ず

は則
すなわ

ち舟
ふ ね

を載
の

せ、水
み ず

は則
すなわ

ち舟
ふ ね

を覆
くつがえ

す」
（「水」は人民、「舟」は君主のたとえ）水は、舟を浮かべるが、波立って転覆することもある。
君主の安泰も人民の動向によるという意味から、君主は公平な政治を行って人民を愛するべきで
あるということ。転じて、同じ人が協力もするが敵対することもあるということのたとえ。

諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――

一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。
１　渋皮　（　　　　　）
２　苦渋　（　　　　　）
３　機嫌　（　　　　　）
４　嫌疑　（　　　　　）
５　嫌気　（　　　　　）
　　　　

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。
１　ユウキュウの時を刻む。　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
２　カコンを残さぬよう全力を尽くした。　　　　　　（　　　　　）
３　オオザッパなまとめ方で良い。　　　　　　　　　（　　　　　）
４　両国はシンシ協定を結んだ。　　　　　　　　　　（　　　　　）
５　二人はコンイの間柄だ。　　　　　　　　　　　　（　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。
１（　　）風　堂　堂　　　　２　気　炎　万（　　）

※解答は33頁です。
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編集歳時記
（2019年初冬号№488）

百万人に一人
　私の病気の話です。５年ほど前から「ヒャックリ」が週に１回、２～３日続く。睡眠中も出てくるの
で熟睡出来ない。ヒャックリを止める方法は色々あるが、全て試みた。30年通院しているＩ内科医に相
談し、診察してもらい漢方薬を処方してもらい飲み続けたが、一時的には止まるが２～３日すると再び
出てくる。Ｉ内科医にヒャックリの辛さを話すと、「脳の検査をしてみましょう」と言ってくれた。
　昨年の７月に紹介状を持ってクリニックへ。ＣＴやＭＲＩ撮影、内科医では異常が見つからない。
次に脳外科を紹介され診察。脳のＸ写真を撮られたが、これといった異常が見つからず、脳外科から
紹介状を書いてもらい仙台医療センターに行くことに。脳外科のデータを持参し問診、検査の日程が
12月中旬に決まる。撮影部分が明確に見えるように造影剤を使用するとのことで、検査には３日間の
入院が必要とのこと。今まで大きい病気や入院の経験が無く、気持ち的に軽く考えていたが、数枚の
契約書にサインをしたのち、検査が始まった。足の付け根の動脈からカテーテルを入れて造影剤を注
入する。ベッドに横になっているので、足の付け根は見えず、チクッと痛い感じはするが局部麻酔が
効いているので、じっとしている。造影剤が体内に入るとだるくなってくる。脳の検査なので脳に造
影剤が回り、医師から「首の回りが熱くなる」と言われ重苦しく熱くなってくる。検査技師と医師の
画像を見ながらの会話が聞こえてくる。「造影剤を増やせ」。更に首の回りが熱くなる。脈を取りなが
らの検査のようだ。「ハイ、終わります」と言われ、ハーとため息が出る。40分程だったか、長く感じた。
過去に全身のＰＥＴ検査を受けているが比にならない。
　数日後に検査結果を画像を見ながら、「手術が必要です」と言われ、「100万人に一人の病気」だそう
で驚いた。病名は、脊

せき

髄
ずい

硬
こう

膜
まく

動
どう

静
じょう

脈
みゃく

瘻
ろう

。「首から脳の脊髄の所で動脈と静脈が直接繋がっている状態
にあり、放っておくと脳の血管がいつ破裂するか分からない。麻痺、機能障害、脊髄神経だけに体の
至るところに障害を起こす」と言われると、聊か不安になる。手術場所は首から後頭部付近で、入院期
間は約１ヶ月だそうだ。私は６月頃を希望したが、３月中に手術と言われた。仙台医療センターは、５
月に新築されている病棟に引っ越しを予定していた。手術に携わる先生と主治医が日程の打ち合わせを
し、手術室が変わると手術機材に慣れるのに時間が掛かり大変なので、現在の手術室で行いたいとのこ
とだった。手術はうつ伏せで、頭が動かない様に頭の骨に穴を開けて完全に固定する。全身麻酔のため、
事前に脳波・歯科・眼科・耳鼻科の検査を受けた。歯科は気道を確保する時、歯が抜けて飲み込むと除
去する為の手術が大変だ。その為にかかりつけの歯科医院に行きマウスピースを作ってもらう徹底ぶり。
　手術当日の３月26日、病室から自分で手術室へ。家族は控え室で待ってもらう。手術室が多いこと
に驚きながら指定された手術室へ。その後は記憶が無い。手術は10時間も掛かったらしく、後から聞
いて驚いた。手術後３日間は不安で、首が動かせず、肩と首が苦しく痛い。ＩＣＵから一般病室へ、
その後は車椅子での入院生活。看護師に言われたが、私の様な手術は珍しいそうだ。他の患者は、脳
梗塞、頭蓋内出血を発生してから病院へ運ばれ、後遺症を引き起こすとも教えてもらった。「車椅子
の移動は不便なので、自分で歩く」と看護師に話すと「大丈夫かな」と言われ、転倒することを心配
している様子だ。看護師が心配していた通り、２回転んだ。そのうちの１回は前のめりになり、向か
い側のベッドまで転がる始末だ。看護師もビックリしてナースステーションから飛んできた。頭がこ
んなに重たいとは、そして首の筋肉、足の筋肉が衰えていたと驚いた。今、半年以上が経過し、毎日
がリハビリと考え行動している。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上野　隆士（ウエノ設備㈱）
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諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．しぶかわ　　２．くじゅう　　３．きげん　　４．けんぎ　　５．いやけ

二．　１．悠久　　２．禍根　　３．大雑把　　４．紳士　　５．懇意

三．　威風堂堂（いふうどうどう）
　　　　威厳があり、大いに立派な様。類義語：威武堂堂

　　　気炎万丈（きえんばんじょう）
　　　　意気がきわめて盛んな様。
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宮城県管工業協同組合　第44期　広報委員会

委 員 長　赤　間　勇一郎　（㈱ 赤 間 総 業　代表取締役社長）
副委員長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　鈴　木　史　郎　（㈱ 新 東 設 備 工 業　代表取締役社長）
委　　員　坪　田　達　映　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　上　野　隆　士　（ウ エ ノ 設 備 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　渡　邉　修　一　（㈲ 今 野 設 備 工 業　代表取締役社長）
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